
 

 

 

 

 

 

 
憧れの気持ちを力に 

校長  谷合 みやこ 

  校庭や裏庭、みの森に落ち葉が舞う季節になりました。楓やハナミズキ、桜・・・校地の中で見る様々な色や形の落ち葉に、

宮前小の環境、自然の豊かさを改めて感じています。裏庭の畑では今、２年生の子どもたちが栗山農園さんに種まきから大

根の育て方を教えていただき、江戸東京野菜のひとつである「大蔵だいこん」を育てています。恵まれた環境をいかし、それぞ

れの学年が各教科の学習と関連付けた体験的な活動を通して学びを深める姿は、宮前小ならではのものです。 

  さて、今子どもたちは、学芸会へ向けた準備を進めています。学芸会は、学習指導要領上、「特別活動」に位置付けられま

す。特別活動の目標は、「集団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせながら、様々な集団活動に自主的・実践的に取

り組み、互いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決することを通して、資質能力を育む」とされて

います。特に学芸会については、各教科における日頃の学習の成果を総合的に発展させ、異年齢の児童が一堂に会して互い

に発表し合う活動を効果的に実施することが望ましい、とも明記されています。 

自分より年上の学年の演技を見て、「かっこいいなぁ」「すごいなぁ」「○年生になったら、あんなことをやってみたいなぁ」と

いう憧れの気持ちを抱いたり、自分より年下の学年の演技を見て、「かわいいなぁ」「がんばっているなぁ」と慈しむ気持ちを

抱いたりすることは、６年の年齢差がある小学校だからこそより強く感じることができる貴重な経験だと思います。 

特に大切にしたいと思うことは、「憧れの気持ち」です。人が何かを頑張ろうとする時、その原動力になるのは、何かに憧れ

る気持ちであることが多いのではないでしょうか。子どもたちには是非、この憧れの気持ちを頑張る力に変えてほしいと思っ

ています。今後も、学校だからこそできる、みやっこ班活動をはじめとする異学年交流の機会を意図的、積極的につくり、身近

なところに存在するロールモデルをイメージさせたいと考えています。 

学芸会に際しましては、衣装や小道具等、保護者の皆さまにもご協力をお願いすることがあるかと存じます。お力添えを賜

りますようどうぞよろしくお願いします。令和７年最後の一ヶ月。子どもたちにとっての最善を考え、力を尽くしてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 令和７年１１月２８日 

１２月号 

                              目黒区立宮前小学校 

校長 谷合 みやこ 

https://www.meguro.ed.jp/memymeeh/ 

健康な体で１年を締めくくろう                      生活指導部    

１２月の生活指導目標は、「健康や安全に気を付けよう」です。今年も残り１ヶ月となり、急に冷え込むよう

になりました。子どもたちが自分で衣服による体温の調節をしたり、手洗い・うがいを丁寧に行ったりするな

ど対策を意識して風邪や感染症を防げるよう、指導しています。ご家庭でもお声かけをお願いいたします。 

目黒区児童生徒表彰の制度変更について 

今年度から、表彰対象・基準が変更になるほか、募集等に関する窓口が学校ではなくなり、表彰候補者の方

は、直接、区教育委員会事務局に応募をしていただくことになりました。 

詳細につきましては、11月13日付けの保護者連絡システム（Home＆School）をご確認いただくか、区公

式ウェブサイトをご確認くださいますようお願いします。 

<応募〆切＞   令和7年12月15日（月） 

<問合せ＞   目黒区教育委員会事務局 教育政策課 教育総務係 03-5722-9300（直通） 

インフルエンザ等、感染症の予防について 

 新聞やテレビでも報道されておりますようにインフルエンザの流行が例年より早く、区内の小中学校では学

級閉鎖、学年閉鎖を余儀なくされるところも出ています。必要な場面でのマスクの着用、丁寧な手洗いうがい

など、基本的な感染症対策を徹底するよう児童に呼びかけています。  

体調不良がある場合には早めに医療機関を受診するなど、感染拡大の予防にご協力をお願いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


